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吉田南遺跡は、玉津環境センター(現水環境センター)建設|こ伴い、 1976年から始まつ

だ発掘調査|こよって発見された遺跡です。数年|こ及ぶ調査の結果、弥生時代後期~鎌倉時

代|こかけての人々が生活してい左集落であることがわかりましだ。

特|こ、奈良時代!こは多<の掘立柱建物(ほつだてばしらだてもの)が整然と立ち並び、瓦・

木簡(もつかん)・墨書 (1まくしょ)土器などが出土しましだ。それらのことから、明石郡街

(あかしぐんが、役所のこと)がこの場所!こあつだと考えられています。川からは木製の橋脚

( (きょうきゃく)が発掘され、当時の土木技術をかいま見ることができました。

その後も数次lこわだり調査が行われ、古墳時代の集落と水田のある場所もわかってきま

しだ。また、奈良時代の役所は水環境センターの南|こも西lこも広がっていないことがわか

り、おおよその規模がわかりました。

合回の調査は、この吉田南遺跡の第16回目の調査です。調査の結果、地表面から深いと

ころ!こ住居跡などの遺構が存在していだだめ、非常|こ残りのよい弥生時代後期~古墳時代

後期の住居跡がだくさん見っかりましだ。

舎回の調査地(第16次) 第 1~4次調査



会固の調査では、円形や正方形・長万形に地面を掘り<1まめて作つだ竪穴住居(だてあな
じゅうきょ)や、掘立柱建物(1まつ定てばしら左てもの)なと、住居跡が10軒以上出てきました。住
居は当時の地表面で、やや高くなっだ場所!こ、密集して作られていることがわかりましだ。

この竪穴住居の中lこは、当時の人々が使っていだ土器などが、だくさん残されていまし
だ。この残されていだ土器などを手がかり!こして、昔の人々がどのよう|こ暮らしてい定か
を、私たちは知ることができます。
弥生時代の住居|こは、中央区炉(ろ)が作られ、そこ!こは炭や灰がつまっていましだ。そ

して、住居内側の周囲|こは、床を一段高くしだ部分(ベット状遺構)を作っている場合が多
<見られます。
古墳時代|こなると、煮炊き(1こだき)用の力マド(あくどさん・へっついさん)が、主|こ住居の

北側|こ作られています。
竪穴住居は、その面積|こ応じて、 2本や4本の柱を住居の中|こ建てて、屋根を支えていま

す。住居は何度か建て替えが行われだようで、古いものを壊して新しい住居を建てだり、
改築して拡げているものもありましだ。

まだ、溝の中|こは当時の人々が使っていだ土器が、だくさん残されていましだ。上下が
逆さま!こなっていたり、きちんと並んでいないものが多いことから、ゴミ捨て揚のような
場所だつだと考えられます。

弥生時代の溝 (SD209)
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口 弥生時代の建物
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古墳時代の竪穴住居 (S8209下層)

古墳時代の竪穴住居 (S8203)

古墳時代の竪穴住居 (S8203の力マド)

掘立柱建物 (S8212)



以よのよう|こ、舎回の発掘調査ではこの地域|こ暮らしだ、弥生時代後期~古墳時代後期

の人々の暮らしが見えてきましだ。この時期の住居が河川11こ近いところ!こ密集して作られ

ているということがわかりましだ。

また、明石川の対岸|こは新方遺跡(しん|まういせき)があり、この時期の住居跡が見つか

っていないことから、引越しをしてき左のかもしれません。

この場所では、これより後の時期は耕作地として利用されていて、集落のあつだ様予は

ほとんど見つかりませんでした。
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